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第５学年 国語科学習指導案
児 童 男子１３名 女子９名 計２２名

指 導 者 矢 作 実

１ 単元名 目的に応じた伝え方を考えよう

教材名 「ニュース番組作りの現場から」 「工夫して発信しよう」（光村図書 ５年下）

２ 単元の構成

（１）教材について

本教材は，小学校第５学年及び第６学年の「Ｃ読むこと」の内容（１）イ「目的や意図などに

応じて，文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえること。」オ「必要な情報を得るために，

効果的な読み方を工夫すること。」を受け，「文章構成をつかみ，要旨をとらえて，ニュース番組

がどのように作られているかを知り，伝えたいことと伝える方法について興味を深める。」「伝え

たいことをどのように伝えるかをグループで協力して考え，形にして，発信する。」ことを目標

にしている。

本教材は，「ニュース番組作りの現場から」と「工夫して発信しよう」の２つの教材で構成さ

れている。「ニュース番組作りの現場から」では，番組の作り方に関する情報提供のみでなく，

系列に沿った大事な事柄に注意して読み取る。そのことを生かして，「工夫して発信しよう」で

は，話題提示・取材方法・原稿作成などといった活動を通して，目的に応じた情報の配列・編集

等についての理解を深めるようにしたい。

（２）児童について

７月に行った国語アンケートの結果は次の通りである。

① 国語の勉強は好きですか。（「どちらかといえば」も含む） ・・・・・・・・・・・５９％

② 説明文の学習は好きですか。（「どちらかといえば」も含む）・・・・・・・・・・・５５％

③ 説明文の学習で，自力で課題の答えを見つけられますか。・・・・・・・・・・・・５９％

（「見つけることが多い」も含む）

④ 読書は好きですか。（「どちらかといえば」も含む）・・・・・・・・・・・・・・１００％

⑤ 自分の考えを発表できますか。（「できるほう」も含む）・・・・・・・・・・・・・５５％

アンケートの結果を見ると，説明文の学習が好きな児童が６割近くいる。その理由として，「

課題の答えが分かったときに嬉しくなる」ことや「聞かれたことに答えられるから」ということ

を挙げている。このことは，課題の意味が理解でき，課題を解決する力が身に付けば，自分から

進んで解決したり，発表したりすることができるようになることを意味している。その意欲が，

自分の考えを更に，深めたり，広めたりしていくことにつながると考える。

普段の国語の授業の様子を見ると，積極的に発言する児童が３・４名程度で，あまり発言しな

い児童の方が多い。この理由として，「理由がうまく話せない」ことを多く挙げている。 このこ

とは，答えは何となくイメージできているものの，根拠をうまくまとめられないことに原因があ

ると考えられる。また，物事を論理的に考えて，処理していく力がまだまだ不足していると思わ

れる。このことから，授業では課題解決の方法をしっかりと理解させ，結論と根拠を常に意識し

て，考えたり，発表したりする力をつけていきたい。

（３）指導にあたって

第１次の「つかむ」段階では，学習の見通しをもって，ニュース番組作りの特徴に気づき，特

集についての話題を広げるように考えを引き出す。また，説明文の学習の後，実際に情報を発信

する活動をすることを知らせ，意欲付けを図る。

「ふかめる」「まとめる」の段階では，時系列に気を付けながら，「一人学び」で教材文全体を

表に整理し，それをもとに，特集とは何か，番組作りの過程で大事なことや気を付けることは何

かを学び合わせ読み深めるようにする。また，最後の段落に着目させ，要旨をしっかりととらえ

させる。

「ひろげる」の段階では，読み取ったことをもとに，誰にどんな目的で特集を報道するのかが

明らかになるように，企画の検討をグループで話し合う。

第２次の「つかむ」の段階では，情報発信までの手順を確認し，グループごとに前時の学習を

もとに企画会議を開いて何をどのように発信するのか確認する。



- 2 -

「ひろげる」の段階では，第１次で学習したことをもとに，取材・編集など実際に活動する。

「まとめる」の段階では，発信の意図や工夫している点を明らかにして，グループで発表し合

い，グループのよい点を学び合う。また，振り返りカードをもとに単元全体の学習について，自

己評価する。

３ 単元の目標

◎ 文章構成をつかみ，要旨をとらえて，ニュース番組がどのように作られているかを知り，伝え

たいことと伝える方法について興味を深める。

◎ 伝えたいことをどのように伝えるかをグループで協力して考え，形にして発信する。

＜国語への関心・意欲・態度＞

・ニュースを探して伝えることに関心をもち，伝え方や内容を工夫しようとしている。

＜読む能力＞

・テレビ放送のニュース番組の「特集」の作り方を理解し，段落ごとに整理し要旨をまとめるこ

とができる。〔オ〕

＜書く能力＞

・目的や相手を意識し，書く必要がある事柄を整理して書くことができる。〔イ〕

・集めた材料を，目的に合わせて整理し，効果的に配列しながら書くことができる。〔エ〕

＜言語についての知識・理解・技能＞

・文末表現に着目し，段落相互の関係を理解することができる。オ〔ア〕

・漢字や言葉の意味・使い方を理解することができる。ア〔ア〕

４ 単元の指導計画と評価規準（全１４時間 読むこと８時間 書くこと６時間）

第１次 「ニュース番組作りの現場から」（８時間）

段 時 評価規準＜評価方法＞

階 主な活動内容 国語への 読む能力 言語についての

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解・技能

つ １ ○ 学習の見通しをも ・題名に関心をも ・全文を読み，感想 ・新出漢字や語句に

か つ。 ち、進んで段落のつ をまとめている。（分 ついて正しく理解し

む ・ ニュース番組作り ながりを考えて読み かったことと、疑問 ている。

の特徴に気づく。 取ろうとしている。 等） 〈発言・シート〉

・ニュース番組に対 〈発言・シート〉

する関心を高めよう

としている。

〈発言・態度〉

ふ ２ ○ ニュース番組の特 ・ニュース番組作り ・ニュースを人々に ・時間の言葉に着目

か 集ができるまでの様 の話題選びや取材の 伝えるまでの過程を して、過程を表にし

め 子を読む。 過程を読み取ろうと 表に整理しながら、 ている。

る ・ ニュース番組の特 している。 自分の力で読んでい 「放送○○日前」

・ 集や話題選び、取材 る。 ・ニュース番組作り

ま の過程を読み取る。 〈発言・自己評価〉 の話題選び、取材方

と ・ 書かれている内容 〈発言・シート〉 法を理解している。

め を表に整理する。 〈発言・シート〉

る ３ ○ ニュース番組の特 ・ニュース番組作り ・ニュースを人々に ・時間の言葉に着目

集ができるまでの様 の撮影、放送の過程 伝えるまでの過程を して、過程を表にし

子を読む。 を読み取ろうとして 表に整理しながら、 ている。

・ ニュース番組作り いる。 自分の力で読んでい 「放送○○日前」

の撮影、放送の過程 〈発言・態度・ る。 ・放送に関する用語

を読み取る。 自己評価〉 〈発言・シート〉 〈発言・シート〉

４ ○ 「特集」とは何か， ・「ニュース」と「特 ・「特集」とは何かを ・「特集」とは何かを

どんなきっかけで作 集」の違いや「特集」 読み取っている。 理解している。

られるのかを読み取 になったきっかけを 〈発言・シート〉 「ニュース」

る。 意欲的に発表してい 「特集」

る。 「関心」
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〈発言・態度・ 〈発言・シート〉

自己評価〉

５ ○ 番組作りの過程で ・番組作りの過程で ・番組作りの過程で ・番組作りの過程で

報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫

をまとめる。 をまとめる。〈発言 を正確に読み取って を見つけている。

（話題選び～本番の ・態度・自己評価〉 いる。 「話題」

確認） 〈発言・シート〉 「取材」

「工夫」

〈発言・シート〉

６ ○ 番組作りの過程で ・番組作りの過程で ・番組作りの過程で ・番組作りの過程で

報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫 報道スタッフの工夫

をまとめ，願いを読 をまとめ，願いを読 をまとめ，願いを正 をまとめ，願いを見

本 み取る。 み取ろうとしてい 確に読み取っている。 つけている。

時 る。 〈発言・シート〉

（インタビュー～放送） 〈発言・態度・自己 「撮影」

評価〉 「編集」

「放送用原稿」

「放送」「ねうち」

〈発言・シート〉

ひ ７ ○ 自分がどんな特集 ・どんな話題を取り ・目的意識をもって ・「特集」という言葉

ろ をしたいかを考え， 上げたいのか，目的 話題を書いている。 を振り返りながら話

げ 話し合う。 意識、相手意識を考 〈発言・ノート〉 題を書いている。

る え発表しようとして 〈発言・ノート〉

いる。

〈発言・態度・自己

評価〉

８ ○ 「わたしの特集」 ・読み取ったことを ・目的をもって，「わ ・「どんな話題を」

というテーマで企画 生かして，どんな特 たしの特集」の企画 「何のために」

書を書く。 集にするのか考えよ 書を書いている。 「だれに伝えたいの

うとしている。 〈発言・ノート〉 か」がよく分かるよ

〈発言・態度・自己 うに文を書く。

評価〉 〈発言・ノート〉

第２次 「工夫して発信しよう」（６時間）

段 時 評価規準＜評価方法＞

主な活動内容 国語への 読む能力 言語についての

階 関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解・技能

つ １ ○ 情報までの手順を ・「ニュース番組の ・目的に応じて情報 ・情報発信までの手

か 確認する。 現場から」の要旨か 発信する計画を立て， 順をもとに，内容に

む ら，情報を発信する 企画書を書いている。 立ち返りながら考え

ことの魅力を再確認 〈発言・ノート〉 ている。

し，意欲を高めよう 〈発言・ノート〉

としている。

〈発言・態度〉

２ ○ 同じ内容の特集ご ・自分たちの力で情

とにグループを作り 報を発信していきた

前時の学習をもとに いという願いをもと

企画会議を開く。 うとしている。

〈発言・態度・自己

評価〉

ひ ３ ○ 情報発信の準備を ・誰に何を伝えたい ・取材メモを活用し ・身につけた言語能

ろ する。 のか確認して，意欲 て，取材している。 力を生かして活動し
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げ ・ 取材をする。 的に取材しようとし 〈発言・ノート〉 ている。

る ている。 〈発言・ノート〉

〈発言・態度・

自己評価〉

４ ○ 情報発信をする。 ・伝えることを中心 ・取材した内容を構 ・分かりやすい言葉

・ 「編集して伝える」 に構成メモや放送原 成メモに書いてい。 や結論・理由の順で

を参考に編集する。 稿を意欲的に書こう ・放送原稿を書いて 述べる文章など，説

としている。 いる。 明文で学習したこと

〈自己評価〉 〈ノート〉 を生かした放送原稿

にしている。

〈発言・ノート〉

５ ○ 情報を発信し，発 ・情報の発信や受信 ・聞き取りメモをも ・言葉の使い方につ

信側の意図と受信側 について考えを深め とに工夫されている いて気を付けている。

の感想を交流する。 ようとしている。 点を中心に交流して 〈自己評価〉

〈自己評価〉 いる。

〈振り返りカード〉

ま ６ ○ 自己評価をもとに ・振り返りカードを ・振り返りカードを ・特集作りを通して

と 情報の発信や受信に もとに，情報の発信 もとに，発信者だけ 知った言語を生かし

め ついて話し合う。 や受信について話し でなく受信者として て振り返りカードに

る 合おうとしている。 の気持ちの変化も書 記入することができ

〈自己評価〉 いている。 ている。

〈振り返りカード〉 〈振り返りカード〉

５ 本時の指導

（１）目標 ニュース番組作りの過程での工夫を読み取り，報道スタッフの願いを考えることができる。

（２）指導にあたって

○仮説１〈板書構成の工夫〉に関わって

表をもとに、番組作りの過程で報道スタッフの工夫をまとめる。

○仮説２〈学び合い〉に関わって

番組作りの過程での報道スタッフの願いについて話し合う。

○仮説３〈一人一人の評価の積み重ね〉に関わって

終末において，互いの良さに気づくために，「学び合い」から自分の読み取りに生かされた友達

の考えやそれについての自分の考えを書き，発表する。

（３）展開

段 一 複 全

階 学習内容と学習活動（○発問 ・児童の反応） 人 数 体 ・留意点 評価〈評価方法〉

つ １．前時の学習を想起する。 ・前時に学習した内容を振

か ○番組作りの本番の確認までの報道スタッフの り返り、話題決めから本番

む 工夫は何でしたか。 の確認までの過程での報道

・多くの人の関心よぶを話題（話題決め） スタッフの工夫をまとめた

・疑問を中心に取材（取材の内容決め） ものを黒板に掲示する。

・正確さ（取材）

・最も伝えたいことを中心にする（本番の確認）

・撮影する人や場所（本番の確認）

５ ２．課題を確認する。

分

ニュース番組作りの過程での工夫を読み取り，

報道スタッフの願いを考えよう。

３．課題解決の見通しをもつ。 ・番組作りのインタビュー
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ふ から放送までの過程での報

○今日，考える番組作りの過程は何ですか。 道スタッフの工夫は，形式

か ・インタビュー，編集，原稿作り，放送 段落⑧から⑪に，報道スタ

報道スタッフの工夫を読み取り， ッフの願いは形式段落⑫に

め ついてあることを確認する。

報道スタッフは， 課題についてのまとめ方を

る と願っている。 始めに提示する。

とまとめることを確認する。

４．報道スタッフの工夫を読み取る。 一 ・表を用意し，番組作りの

○表に報道スタッフの工夫を書いていきましょ 人 過程に沿って報道スタッフ

う。 学 の工夫について記入してい

◎それぞれの過程での報道スタッフの工夫は び くように指示する。

何ですか。 ・内容的に合っていれば，

・目で見て分かるように工夫する。（インタビ 工夫について具体的に書い

ュー） ている児童のものも取り上

・答えが分かる内容にする。（編集） げる。

・文章の書き方を工夫する。（原稿作り）

・最も伝えたい事が伝わるようにする。（放送） ・自力解決後に班毎に話し

合い，どの児童も考えがも

５．報道スタッフの番組作りに対する願いを話し合 てるようにする。

35 う。 Ａ評価＝報道スタッフ

分 ○報道スタッフはどうして番組作りの過程でこ の願いを，自分の生活

のような工夫をしているのですか。 との関連から考えてい

・番組をつくる目的があるから る。

・願いがあるから 学 Ｃへの支援＝まとめに

◎報道スタッフの願いは何ですか。 び 必要な言葉を選ばせな

・見ている人に知らせるねうちがあることを話 合 がら記入するように指

題に選びたい。 い 示する。

・見ている人に伝えようとすることを知って，

考えてもらうように作りたい。

・教科書の段落⑫に書いて

いる筆者の考えに着目し，

報道スタッフの願いを考え,
報道スタッフは，見ている人に，自分たちの 願いについてまとめていく

伝えたいことを，知って考えてもらいたいと願 ようにする。

っている。 「伝えたいこと」

「知って考えてもらいたい」

ま ６．学習の振り返りをする。 ・自己評価をし、自分のが

と ○自己評価と感想を発表しましょう。 んばったこと、友達の参考

め になった考えをまとめて記

る ７．次時の学習を確認する。 入する。

５ ・次時は、「わたしの特集」

分 の企画書を書くことを告げ

る。

≪自己評価の観点≫

○板書により課題解決の見通しをもてたか。

○自分の考えを発表することができたか。

○話し合いで，友達の考えのよさを見つけたり，自分の考えをより深めたりすることができたか。
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（４）主な発問と板書計画

５年 「ニュース番組作りの現場から」（６/１４時間目）指導者 矢 作 実

本時の指導

（１）目標 ニュース番組作りの過程での工夫を読み取り，報道スタッフの願いを考えることがで

きる。

（２）指導にあたって

○仮説１〈板書構成の工夫〉に関わって

表をもとに、番組作りの過程で報道スタッフの工夫をまとめる。

○仮説２〈学び合い〉に関わって

番組作りの過程での報道スタッフの願いについて話し合う。

○仮説３〈一人一人の評価の積み重ね〉に関わって

終末において，学び合いから自分の読み取りに生かされた友達の考えやそれについての自

分の考えを書き，発表する活動を入れる。

主
発
問
等

〈
つ
か
む
〉

○
本
番
の
確
認
ま
で
の
報
道
ス
タ
ッ
フ
の

工
夫
は
何
で
し
た
か
。

〈
ふ
か
め
る
〉

○
今
日
、
考
え
る
過
程
は
何
で
す
か
。

○
表
に
報
道
ス
タ
ッ
フ
の
工
夫
を
書
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◎
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
の
工
夫
は
何
で
す
か
。

○
報
道
ス
タ
ッ
フ
は
ど
う
し
て
番
組
作
り
の

過
程
で
、
こ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る

の
で
す
か
。

◎
報
道
ス
タ
ッ
フ
の
願
い
は
何
で
す
か
。

〈
ま
と
め
る
〉

○
自
己
評
価
と
感
想
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

（
板
書
計
画
）

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら

清
水
建
宇

課
題

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
過
程
で
の
工
夫
を
読
み
取
り
、

報
道
ス
タ
ッ
フ
の
願
い
を
考
え
よ
う
。

番
組
作
り
の

報
道
ス
タ
ッ
フ
の

過

程

工
夫

②話

題

選

び

多
く
の
人
の
関
心
を
よ
ぶ
も
の

（
見
る
人
の
側
）

③

↓

取
材
の
内
容
決
め

疑
問
を
中
心
に
取
材

（
作
る
人
の
側
）

④
⑤
⑥
↓

取

材

正
確
さ

（
作
る
人
の
側
）

⑦

↓

本
番
の

最
も
伝
え
た
い
こ
と
を
中
心
に

内
容
や
方
法
の

（
作
る
人
の
側
）

再
確
認

撮
影
す
る
人
や
場
所

（
作
る
人
の
側
）

⑧

↓

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
工
夫

や
撮
影

（
見
る
人
の
側
）

⑨

↓

編

集

答
え
が
分
か
る
内
容

（
作
る
人
の
側
）

⑩

↓

原

稿

作

り

文
章
の
書
き
方
の
工
夫

（
見
る
人
の
側
）

⑪

↓

放

送

最
も
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に

（
見
る
人
の
側
）

⑫ま
と
め

報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
見
て
い
る
人
に
、

（
報
道
ス
タ
ッ
フ

自
分
た
ち
の
伝
え
た
い
こ
と
を
、
知
っ
て

の
願
い
）

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。


